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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡

(57)【要約】
【課題】オートクレーブ滅菌後、内部に侵入した蒸気に
よって超音波振動子が故障することを防止したオートク
レーブ滅菌対応の超音波内視鏡を提供すること。
【解決手段】超音波送受信部１０には内部空間と外部と
を連通する排気孔が形成されており、操作部３には内視
鏡内部に連通する送気口金となる口金３ｅが設けられて
いる。口金３ｅには口金密閉蓋８ａが、排気孔１４には
排気孔密閉蓋８ｂが、超音波コネクタ７にはコネクタキ
ャップ９が着脱自在に設けられる。超音波内視鏡１の内
部空間及び超音波振動子内部に侵入した蒸気を排出する
ため、口金密閉蓋８ａ、排気孔密閉蓋８ｂ及びコネクタ
キャップ９をそれぞれ取り外す一方、口金３ｅを介して
送気ポンプ２０による送気を行う。すると、送気ポンプ
２０から送り込まれた空気が内視鏡内部に侵入した蒸気
を矢印に示すように排気孔１４及び超音波コネクタ７か
ら排出する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体腔内へ挿通可能な挿入部の先端部に超
音波振動子を配置した超音波送受信部と、この超音波振
動子から延出する信号ケーブルを挿通する超音波コード
の端部に超音波コネクタとを備えた超音波内視鏡におい
て、
前記内視鏡先端部に内部空間と外部とを連通する排気孔
を設ける一方、前記挿入部より基端側に内視鏡内部に連
通する口金を設け、
この口金及び前記排気孔、前記超音波コネクタにそれぞ
れ着脱自在でオートクレーブ耐性を有する蓋体を設けた
ことを特徴とする超音波内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療診断に使用さ
れ、使用後にオートクレーブ滅菌が可能な超音波内視鏡
に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、超音波振動子から生体組織内
に超音波パルスを繰り返し送信し、生体組織から反射さ
れる超音波パルスのエコーを同一あるいは別体に設けた
超音波振動子で受信して、二次元的な可視像である超音
波断層画像として表示することによって、診断等に用い
ることを可能にした超音波診断装置が種々提案されてい
る。
【０００３】例えば特開平１－１２４４４４号公報には
観察光学系の観察窓を通じて体壁や穿刺針を目視観察し
ながら超音波プローブによる超音波診断像が得られ、か
つ同時に穿刺針による所望の検査或いは処置を行える超
音波診断装置（いわゆる超音波内視鏡）が示されてい
る。
【０００４】前記超音波診断装置の超音波振動子は、例
えば特開平１０－３０８９９７号公報に示すように超音
波振動子は、複数に分割されて直線状に配設された圧電
素子と複数の樹脂層とで構成されている。
【０００５】医療分野で使用される超音波診断装置では
検査、処置を行うために体腔内に挿入して使用されるも
のがあり、一度体腔内に挿入したものを他の患者に再使
用する場合には、患者間感染を防止する必要から、検査
終了後に洗滌／消毒等の滅菌処理を行わなければならな
かった。
【０００６】近年、煩雑な作業を伴わず、滅菌後直ちに
使用が可能で、ランニングコストの安価なオートクレー
ブ滅菌（高温高圧蒸気による滅菌）が消毒滅菌処理の主
流になりつつある。
【０００７】このオートクレーブ滅菌は、一般滅菌とも
いわれ、滅菌行程の前に真空にし、高温高圧蒸気によっ
て細部まで短時間で滅菌し、滅菌行程終了後に乾燥のた
めに真空にするものであり、米国規格ＡＮＳＩ/ＡＡＭ
ＩＳＴ３７－１９９２には滅菌行程において約２気圧で
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１３２℃で４分間さらすように規定されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、高温高
圧蒸気は、超音波内視鏡の外装を構成しているゴム，プ
ラスチック等、高分子材料や接着剤を透過する性質を有
する。このため、前記超音波内視鏡をオートクレーブ装
置内に配置して滅菌処理を行ったとき、高温高圧蒸気が
内部に浸入する。特に、超音波振動子は薄い樹脂層を積
層して形成されているので、この高温高圧蒸気が侵入す
ることを完全に防ぐことは困難であった。
【０００９】また、前記超音波内視鏡ではオートクレー
ブの際、内部に侵入した高温高圧蒸気を速やかに排出す
るための機構や超音波振動子を除湿するための機構が設
けられていないので、侵入した高温高圧蒸気が内部に残
留することによって超音波振動子を構成する部材が膨
潤、変質して超音波振動子が故障する原因になるおそれ
があった。
【００１０】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、オートクレーブ滅菌後、内部に侵入した高温高圧
蒸気によって超音波振動子が故障することを防止したオ
ートクレーブ滅菌に対応する超音波内視鏡を提供するこ
とを目的にしている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波内視鏡
は、体腔内へ挿通可能な挿入部の先端部に超音波振動子
を配置した超音波送受信部と、この超音波振動子から延
出する信号ケーブルを挿通する超音波コードの端部に超
音波コネクタとを備えた超音波内視鏡であって、前記内
視鏡先端部に内部空間と外部とを連通する排気孔を設け
る一方、前記挿入部より基端側に内視鏡内部に連通する
口金を設け、この口金及び前記排気孔、前記超音波コネ
クタにそれぞれ着脱自在でオートクレーブ耐性を有する
蓋体を設けている。
【００１２】この構成によれば、オートクレーブ滅菌の
際、超音波内視鏡の内部に侵入した高温高圧蒸気を速や
かに排出して、超音波振動子を構成する構成部材の膨
潤、変質を防止する。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図３は本発明の第１実
施形態に係り、図１は超音波内視鏡の構成を説明する
図、図２は超音波内視鏡の構成及び作用を説明する図、
図３は口金に他の装置を接続したときの作用を説明する
図である。
【００１４】なお、図３（ａ）は口金に乾燥ガスボンベ
を接続した状態を示す図、図３（ｂ）は口金にヒーター
内蔵送気ポンプを接続した状態を示す図、図３（ｃ）は
口金に吸引ポンプを接続した状態を示す図である。
【００１５】図１に示すように本実施形態の超音波内視
鏡１は、体腔内に挿入される細長の挿入部２と、この挿
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入部２の後端に設けられた操作部３と、この操作部３の
側部から延出するユニバーサルコード４と、このユニバ
ーサルコード４の基端部に設けられた密閉構造の内視鏡
コネクタ５と、この内視鏡コネクタ５の側部から延出す
る超音波ケーブル６と、この超音波ケーブル６の基端部
に設けられた超音波コネクタ７とで主に構成されてい
る。
【００１６】前記挿入部２は、先端側から順に硬質の部
材で形成された先端硬質部２ａと、湾曲自在な湾曲部２
ｂと、この湾曲部２ｂの後端から操作部３の前端に至る
長尺で可撓性を有する可撓管部２ｃとを連接して構成さ
れている。なお、符号１０は先端硬質部２ａの先端に設
けられた超音波振動子を内蔵して超音波送受を行う超音
波送受信部である。
【００１７】前記操作部３には湾曲操作を行うアングル
ノブ３ａが設けてあり、このアングルノブ３ａを操作す
ることにより、前記湾曲部２ｂを湾曲させることができ
るようになっている。また、この操作部３には送気及び
送水の操作を行う送気送水ボタン３ｂと、吸引を行う吸
引ボタン３ｃとが設けられている。さらに、この操作部
３の前端付近には処置具を体腔内に導くための処置具挿
入口３ｄが設けられている。
【００１８】前記挿入口３ｄは、挿入部２内に設けられ
た図示しない処置具チャンネルに連通し、この処置具チ
ャンネルは先端硬質部２ａで開口する処置具導出口が出
口になっている。
【００１９】前記内視鏡先端部である超音波送受信部１
０には内部空間と外部とを連通する排気孔（図２符号１
４）が形成されており、前記操作部３には内視鏡内部と
連通してこの内視鏡内部に向かって送気を行うための送
気口金となる口金３ｅが設けられている。
【００２０】前記口金３ｅには第１の蓋体である口金密
閉蓋８ａが、前記排気孔１４には第２の蓋体である排気
孔密閉蓋８ｂが、前記超音波コネクタ７には第３の蓋体
であるコネクタキャップ９が着脱自在に設けられてい
る。前記蓋８ａ，８ｂ及びコネクタキャップ９は、オー
トクレーブ耐性を有する例えばフッ素系ゴムで形成した
Ｏリング等が配置されており、これら蓋体をそれぞれ装
着することによって水密状態を確保することができるよ
うになっている。前記コネクタキャップ９の一部には多
孔質構造の複合膜で覆われた通気窓９ａが設けてある。
【００２１】図２に示すように前記挿入部２内には先端
硬質部２ａに設けられている観察窓１１に先端面を配置
したライトガイド１１ａが挿通しており、このライトガ
イド１１ａの基端部は前記内視鏡コネクタ５まで延出し
ている。
【００２２】前記超音波送受信部１０には例えばコンベ
ックス型の超音波振動子１２が設けられており、この超
音波振動子１２から延出する複数の信号線１３ａ，…は
ひとまとめにされた配線ケーブル１３として挿入部２、
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操作部３、ユニバーサルコード４、内視鏡コネクタ５、
超音波ケーブル６内を挿通して超音波コネクタ７まで延
出している。符号１４が前述した排気孔である。
【００２３】前記口金３ｅには送気ポンプ２０から延出
する送気チューブ２１が接続されるようになっている。
また、前記超音波コネクタ７は、超音波振動子１２から
伝送されたエコー信号を超音波画像に生成する信号処理
を行う超音波観測装置（不図示）に接続され、この超音
波観測装置で生成された映像信号は表示装置（不図示）
に出力されて表示画面上に超音波観察画像が表示され
る。
【００２４】上述のように構成した超音波内視鏡１の作
用を説明する。本実施形態の超音波内視鏡１を診断に使
用する際、予め、超音波内視鏡１に設けられている口金
３ｅ及び排気孔１４に口金密閉蓋８ａ及び排気孔密閉蓋
８ｂを装着して密閉状態にしておく。そして、この状態
で超音波内視鏡１の挿入部２を体腔内に挿入して観察或
いは検査を行う。
【００２５】検査終了後、超音波内視鏡１をオートクレ
ーブ滅菌するため、超音波コネクタ７にコネクタキャッ
プ９を装着する。そして、この状態で超音波内視鏡１を
オートクレーブ装置内に配置し、オートクレーブ滅菌を
行う。
【００２６】すると、装着されているコネクタキャップ
９及び口金密閉蓋８ａ及び排気孔密閉蓋８ｂによって、
高温高圧蒸気が超音波コネクタ７及び送気口金３ｅ、排
気孔１４から直接、超音波内視鏡１の内部空間に侵入す
ることは防止される。しかし、高温高圧蒸気は、超音波
内視鏡１を構成するゴムやプラスチック等、高分子材料
で構成されている部分を透過して内視鏡内部空間に侵入
する。また、超音波送受信部１０の超音波振動子１２を
構成する厚みが薄く、樹脂製の音響レンズや整合層から
も多少の高温高圧蒸気が超音波振動子内部に侵入する。
【００２７】オートクレーブ滅菌終了直後、超音波内視
鏡１の内部空間及び超音波振動子内部に侵入した蒸気を
排出するため、前記口金密閉蓋８ａ、排気孔密閉蓋８ｂ
及びコネクタキャップ９をそれぞれ取り外す一方、前記
口金３ｅに送気ポンプ２０から延出する送気チューブ２
１の一端部を接続する。そして、前記送気ポンプ２０を
駆動させて送気を開始する。
【００２８】すると、送気ポンプ２０からの空気が口金
３ｅを介して内視鏡内部に送り込まれ、内視鏡内部に侵
入した蒸気が送気された空気とともに矢印に示すように
排気孔１４及び超音波コネクタ７から排出される。
【００２９】このように、超音波内視鏡に送気ポンプに
接続される口金及び内視鏡内部空間に連通する排気孔を
設け、オートクレーブ滅菌直後、口金を介して送気ポン
プによって内視鏡空間部に送気を行うことにより、オー
トクレーブ滅菌の際、内視鏡内部空間に侵入した蒸気
を、速やかに排出することができる。このことによっ
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て、超音波振動子を構成する構成部材の膨潤、変質が防
止される。
【００３０】なお、前記送気ポンプ２０によって内視鏡
内部に送気を行う代わりに、図３（ａ）に示すように乾
燥気体が充満されている乾燥ガスボンベ２２を前記口金
３ｅに送気チューブ２１等を介して接続するようにして
もよい。このことによって、口金３ｅから内視鏡内部へ
乾燥気体を十分に送気することによって、内視鏡内部に
侵入した蒸気を排出させた後、内視鏡内部には乾燥気体
が残存する。
【００３１】このように、乾燥気体を内視鏡内部空間に
送気することによって、残留していた蒸気を排出させた
後、乾燥ガスが残存させてより確実に内視鏡内部の残留
水分の除去を行うことができる。
【００３２】また、図３（ｂ）に示すようにヒータ内蔵
送気ポンプ２３によって、内視鏡内部に所定の温度に暖
めた空気を送気するようにしてもよい。このことによ
り、内視鏡内部には口金３ｅを介してヒータ内蔵送気ポ
ンプ２３によって例えば６０℃～７０℃程度に暖められ
た乾燥空気が矢印に示すように送り込まれるので、内視
鏡内部に残留していた蒸気が送気された暖かい乾燥空気
とともに排気孔１４から排出される一方、送気される暖
かな乾燥空気によって超音波振動子１２を構成する構成
部材に浸透していた水分が蒸発して排出される。
【００３３】このように、ヒータ内蔵送気ポンプを使用
することによって、内視鏡内部に暖かな乾燥空気を送り
込んで、残留した蒸気を排出するだけでなく、超音波振
動子の構成部材に付着していた水分も確実に除去するこ
とができる。
【００３４】さらに、図３（ｃ）に示すように吸引ポン
プ２４を口金３ｅに接続して、オートクレーブ滅菌の際
に内視鏡内部空間に侵入した蒸気を矢印に示すように吸
引して排出するようにしてもよい。このとき、前記口金
３ｅは吸引口金となる。
【００３５】なお、上述した実施形態においては超音波
内視鏡としているが、超音波内視鏡に限らず超音波プロ
ーブにおいても口金及び排気孔を設けることによって同
様の作用及び効果を得られる。
【００３６】図４及び図５は本発明の第２実施形態にか
かり、図４は除湿が可能な超音波振動子の構成例を説明
する図、図５は乾燥剤層の構成例を説明する図である。
本実施形態は、超音波内視鏡等に設けられている超音波
振動子自体に除湿機能を設けている。
【００３７】図４に示すように超音波振動子１２は、例
えばアレイ状の圧電素子３０と、この圧電素子３０の超
音波放射面側に例えば両面テープや接着剤等によって固
定されたマコールガラスやポリイミド樹脂、エポキシ樹
脂部材等で形成され、圧電素子３０の音響インピーダン
スと被検体である生体との音響インピーダンスとの間の
隔たりを少なくするための第１音響整合層３１及び第２
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音響整合層３２と、この第２音響整合層３２の前面に配
置されたシリコンやエポキシ等の樹脂部材で形成された
音響レンズ３３と、前記圧電素子３０の反超音波放射面
側に固定された例えばフェライト入りのポリクロロプレ
ンゴム，タングステン粉末，アルミナ粉末を混入したエ
ポキシ樹脂等の弾性体を成形した超音波吸収体としての
バッキング層３４と、このバッキング層３４を形成する
ためのバッキング材を充填するための枠部材であるバッ
キング枠３５と、前記アレイ状に分割された圧電素子３
０の図示しない各圧電素子部と図示しない配線部材３６
を介して電気的に接続された配線基板３７と、前記バッ
キング層３４の背面に配置された塩化カルシウムやシリ
カゲル等のいわゆる乾燥剤で形成された乾燥剤層３８と
で構成されている。
【００３８】図５に示すように前記乾燥剤層３８には前
記配線基板３７を挿通配置するための貫通穴３８ａが形
成されており、予め前記バッキング層３４の背面に配置
されるように所定形状に成形されている。そして、この
乾燥剤層３８のバッキング層側面には乾燥剤層３８をバ
ッキング層３４に密着固定させるための複数の接着部３
９が設けられている。
【００３９】上述のように構成した超音波振動子１２を
備える超音波内視鏡１をオートクレーブ滅菌すると、滅
菌時の高温高圧蒸気が超音波内視鏡１を構成するゴムや
プラスチック等、高分子材料で構成されている部分を透
過して内視鏡内部空間に侵入する一方、超音波振動子１
２の樹脂製の音響レンズ３３や音響整合層３２，３１を
透過して超音波振動子１２内部に多少侵入する。このと
き、侵入した蒸気は実線矢印に示すように前記バッキン
グ層３４の背面に設けた乾燥剤層３８に速やかに吸収さ
れていく。
【００４０】また、オートクレーブ滅菌終了直後、超音
波振動子１２内部に残留している水分等も矢印に示すよ
うに前記乾燥剤層３８によって速やかに吸収される。
【００４１】そして、オートクレーブ滅菌後の超音波内
視鏡１を乾燥した環境に放置することによって、前記乾
燥剤層３８に吸収された水分が放出される。
【００４２】このように、超音波振動子を構成する構成
部材として振動子の除湿を目的にした乾燥剤層を設けた
ことによって、オートクレーブ滅菌により超音波振動子
内へ侵入する蒸気及び超音波振動子近傍に残留する水分
を速やかに吸収して超音波振動子の膨潤、変質を防止す
ることができる。
【００４３】なお、前記バッキング層３４の背面に乾燥
剤層３８を配置する代わりに、図６に示すようにバッキ
ング層３４の背面とバッキング枠３５とで形成される空
間部４０に例えば乾燥剤粒４１を充填し、前記バッキン
グ枠３５の開口を蓋体４２で塞ぐ構成にしても同様の作
用及び効果を得られる。
【００４４】図７を参照して前記第２実施形態の応用例
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7
を説明する。図に示すように本実施形態では超音波送受
信部１０を構成する送受信部本体１０ａ内に密閉蓋４４
を設け、この密閉蓋４４と送受信部本体１０ａの内面と
で構成される空間部４５に、前記超音波振動子１２を覆
い囲むように乾燥剤粒４１を封入する。
【００４５】つまり、内視鏡先端部を組み立てる際、超
音波振動子１２を包み込むように送受信部本体１０ａ内
に乾燥剤粒４１を充填し、その後密閉蓋４４を送受信部
本体１０ａの所定位置に接着固定して密閉する。
【００４６】このことにより、オートクレーブ滅菌中に
空間部４５に侵入した蒸気やオートクレーブ滅菌後に残
留した水分が矢印に示すように空間部内に封入されてい
る大量の乾燥剤粒４１に速やかに、かつ十分に吸収され
る。
【００４７】なお、前記密閉蓋４４には超音波振動子１
２から延出する信号線１３ａ，…をひとまとめにした配
線ケーブル１３が通過する透孔が形成されており、この
透孔内を挿通する配線ケーブル１３に接着剤を塗布して
このケーブルと透孔の隙間をなくして密閉状態が保持さ
れる。また、乾燥剤は粒状に限定されるものではなく、
棒状のもの等であってもよい。さらに、前記空間部４５
と略同形状に成形した乾燥剤ブロックを配置する構成で
あってもよい。
【００４８】このように、空間の大きな送受信部本体内
に十分な量の乾燥剤を封入することによって、オートク
レーブ滅菌の際に超音波送受信部内に侵入した蒸気及び
超音波振動子近傍に残留する水分の吸収率を大幅に上昇
させて、超音波振動子の構成部材に残っている蒸気及び
水分の除去をより確実に行うことができる。
【００４９】なお、図８に示すように送受信部本体１０
ａに乾燥剤粒４１を交換するための交換用孔１０ｂを１
つ又はそれ以上形成し、この交換用孔１０ｂに対して着
脱自在でフッ素ゴム製のＯリング４６ａを配置した蓋体
である密閉栓４６を設けることによって、古くなった乾
燥剤粒４１の交換を容易に行うことができる。このこと
により、送受信部本体内に常に新しい乾燥剤を封入し
て、常時、十分な吸水率が維持される。
【００５０】図９及び図１０は本発明の第３実施形態に
かかり、図９は水分除去が可能な超音波振動子の構成例
を説明する図、図１０は超音波内視鏡装置に備えられた
超音波観測装置の構成を説明する図である。本実施形態
では、超音波内視鏡等に設けられている超音波振動子自
体に水分を除去する機能を設けている。
【００５１】図９に示すように本実施形態の水分を除去
する機能を有する超音波振動子１２ａは、前記図４に示
した超音波振動子１２の構成に加えて、バッキング枠３
５の側面外表面に水分を除去するためのニクロム線等、
電熱線５１を当接させて巻回配置している。この電熱線
５１の端部には圧着端子５２を介して導線５３が接続さ
れ、例えば実線に示すように電流が流れる構成になって
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いる。
【００５２】前記バッキング枠３５に巻回配置された電
熱線５１は、耐熱性絶縁樹脂である例えばポリアミド樹
脂や耐熱性絶縁ゴムである例えばフッ素ゴム等を所定形
状に形成した絶縁部５４によって覆われている。
【００５３】図１０に示すように前記超音波コネクタ７
は、超音波内視鏡装置が構成する超音波観測装置６０に
着脱自在に接続されるようになっている。
【００５４】前記超音波観測装置６０には、超音波振動
子１２ａを駆動させる駆動パルスを発生させる駆動回路
や超音波振動子１２ａが受信したエコー信号を受信する
受信回路やエコー信号から映像信号を生成する画像処理
回路等を備えた超音波観測部６１や、前記超音波振動子
１２ａを構成するバッキング枠３５に巻回配置された電
熱線５１から延出する導線５３に電気的に接続された発
熱回路６２、この発熱回路６２及び前記超音波観測部６
１に接続されて各種制御を行う制御回路６３等が設けら
れている。
【００５５】前記制御回路６３には前記電熱線５１を発
熱させる入力指示等を行う際に使用するキーボード等の
入力指示装置６４が接続され、前記超音波観測部６１に
は超音波観察画像を表示するモニタ６５が接続されてい
る。
【００５６】なお、本実施形態においては前記バッキン
グ枠３５を熱伝導率の高い素材である例えば銅板で形成
している。また、本実施形態においては前記第２実施形
態でバッキング層３４の背面に配置した乾燥剤層３８を
設けていない。つまり、バッキング枠３５の内周面側に
は第２音響整合層３２、第１音響整合層３１、圧電素子
３０、バッキング層３４が設けられている。その他の構
成は上述した実施形態と同様であり、同部材には同符合
を付して説明を省略する。
【００５７】上述のように構成した超音波内視鏡装置の
作用を説明する。まず、使用後の超音波内視鏡１を、上
述したようにオートクレーブ滅菌する。このとき、高温
高圧蒸気が高分子材料で構成されている部分を透過して
内視鏡内部空間や、超音波振動子１２ａを構成する樹脂
製の音響レンズ３３や音響整合層３２，３１に侵入す
る。
【００５８】次に、オートクレーブ滅菌完了後、オート
クレーブ滅菌の際に超音波振動子１２ａの構成部材に含
まれている水分を蒸発させるため、前記超音波内視鏡１
の超音波コネクタ７を超音波観測装置６０に接続する。
そして、入力指示装置６４を操作して発熱指示を入力す
る。
【００５９】すると、この発熱指示命令を受けた制御回
路６３では発熱回路６２へ発熱指示信号を出力する。こ
の発熱指示信号を受けた発熱回路６２では所定の電流を
導線５３に供給して電熱線５１を発熱させる。
【００６０】すると、電熱線５１より発する熱は、銅板
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9
で形成されたバッキング枠３５に伝導されてバッキング
枠３５が熱せられていく。そして、このバッキング枠３
５の熱が一点鎖線で示すようにバッキング層３４、圧電
素子３０、音響整合層３１，３２に伝導されていく。
【００６１】このことによって、各構成部材３４，３
０，３１，３２に含まれているオートクレーブ滅菌の際
に残留した水分が破線矢印に示すように蒸発していく。
そして、所定時間経過後、例えば入力指示装置６４より
発熱停止命令を制御回路６３に送ることにより、電熱線
５１の発熱が停止されて、超音波振動子１２ａの乾燥作
業が終了する。
【００６２】このように、超音波振動子近傍に電熱線を
配置したことによって、オートクレーブ滅菌の際に超音
波振動子の内部に侵入して残留した水分を、電熱線を発
熱させることによって蒸発させて、超音波振動子を構成
する構成部材の膨潤、変質を防止することができる。
【００６３】なお、前記電熱線５１を絶縁部５４を設け
て被覆絶縁する代わりに、図１１に示すように耐熱性絶
縁ゴムである例えばフッ素ゴム、シリコーンゴム、アク
リルゴム等で音響レンズ３３ａを形成して、この音響レ
ンズ３３ａで前記電熱線５１を絶縁被覆する構成にして
もよい。
【００６４】このときの超音波振動子の製作方法は図示
しないが以下に説明する通りである。音響レンズを付加
する前の圧電素子３０、音響整合層３１，３２、バッキ
ング層３４を備えたバッキング枠３５の側面外表面に、
圧着端子５２によって導線５３が接続されている電熱線
５１を巻回し、この状態でレンズ注形型に配置する。そ
して、電熱線５１を完全に被覆する位置までレンズ注形
型に例えばシリコーンゴムを注入し、硬化させて音響レ
ンズ３３ａを形成する。
【００６５】なお、このレンズ注形型には前記導線５３
を所定位置から延出させるための引き出し部が設けられ
ている。
【００６６】このように、電熱線の絶縁部を、耐熱性絶
縁ゴムで形成した音響レンズとすることにより、電熱線
の絶縁作業とレンズ注形作業とを同時に行って、製作の
手間を削減することができる。なお、その他の作用及び
効果は前記実施形態と同様である。
【００６７】また、前記電熱線５１の代わりにバッキン
グ枠３５の側面外表面に抵抗金属箔を印刷し、この抵抗
金属箔に電流を流す構成であってもよい。
【００６８】さらに、図１２に示すようにバッキング枠
３５の側面外表面に電熱線５１を巻回配置させる代わり
に、例えば導電性カーボンを合成ゴムに練り込んで形成
した発熱体５５をバッキング枠３５の側面外表面に密着
配置させる構成であってもよい。この発熱体５５の所定
位置には導線５３が埋め込み配置されている。
【００６９】このため、オートクレーブ滅菌後、導線５
３へ電流を流すことにより、バッキング枠３５の側面外
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表面に密着している発熱体５５がジュールの法則に従っ
て発熱することにより、バッキング枠３５に均一に熱が
伝導されて上述と同様の作用を得られる。
【００７０】このように、バッキング枠の側面外表面全
面に発熱体を密着させたことによって、バッキング枠に
均一に熱が伝導されるので、超音波振動子構成部材に残
留している水分をより確実に蒸発させることができる。
【００７１】また、ニクロム線をバッキング枠に巻回配
置する構成に比べて断線が大幅に減少して長期使用が可
能になる。
【００７２】なお、前記発熱体は、導電性カーボンを合
成ゴムに練り込んだものの他に、極細の導電線（銅線）
を複数織り込んだ布に特殊カーボン導電塗料を含浸塗布
し、更にこれを耐熱性の軟質塩化ビニルシートで両面を
熱融着絶縁したカーボン面状発熱体等であってもよい。
【００７３】また、図１３に示すように前記発熱体５５
を音響レンズ形状に成形してもよい。このことにより、
超音波振動子１２ａに設ける発熱体と音響レンズとを同
時に形成して、製作の手間を大幅に削減することができ
る。さらに、前記発熱体５５で音響レンズを構成する代
わりに、音響整合層を構成することによって、音響整合
層を直接発熱させてより確実に除湿を行うことができ
る。
【００７４】ところで、超音波内視鏡をオートクレーブ
滅菌する際、高温高圧蒸気によって超音波振動子の温度
が上昇し、この超音波振動子を構成する構成部材が変
形、変質して故障の原因になるおそれがある。このた
め、オートクレーブ滅菌中に温度上昇による超音波振動
子の不具合の発生を防止する温度上昇防止機構を有する
超音波内視鏡が望まれている。
【００７５】図１４ないし図１６は温度上昇によって超
音波振動子に不具合が発生することを防止する超音波内
視鏡の実施形態に係り、図１４は温度上昇防止機構を備
えた超音波振動子の構成例を説明する図、図１５は超音
波内視鏡装置の冷却装置付き耐熱ポンプを説明する図、
図１６は冷却装置付き耐熱ポンプの具体的構成を説明す
る図である。
【００７６】図１４及び図１５に示すように本実施形態
の温度上昇によって不具合が発生することを防止する超
音波振動子１２ｂは、バッキング枠３５の側面外表面に
図９に示した電熱線５１を当接させて巻回する代わり
に、温度上昇防止機構を構成する熱伝導性の高い銅やニ
ッケル等を螺旋形状に形成した冷却用管路５６を半田に
よって固設している。
【００７７】この冷却用管路５６の一端部には冷却媒体
送り管路５７が接続され、他端部には冷却媒体戻し管路
５８が接続されて温度上昇防止機構を構成する循環路の
一部となる。
【００７８】また、超音波コネクタ７にはコネクタキャ
ップ９Ａが着脱可能であり、このコネクタキャップ９Ａ
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には送り用口金９ｃと戻り用口金９ｂとが設けられてい
る。
【００７９】なお、本実施形態では超音波振動子１２ｂ
の音響レンズ３３を熱伝導率の低い部材で形成してい
る。また、超音波振動子１２ｂは、先端側部を送受信部
本体１０ａに接着して固定されており、それ以外の部分
の超音波振動子１２ｂと送受信部本体１０ａとの間に空
気が介在する構成になっている。
【００８０】前記超音波内視鏡１は、超音波コネクタ７
に装着されるコネクタキャップ９Ａを介して超音波内視
鏡装置を構成する冷却装置付き耐熱ポンプ６６と着脱自
在な構成になっている。
【００８１】前記冷却装置付き耐熱ポンプ６６は充電駆
動タイプであり、ポンプ外装部材６６ａを断熱構造と
し、このポンプ外装部材６６ａの内部にポンプ部６６ｂ
及び放熱部６７を有する冷却部６８が設けられるととも
に、オートクレーブ滅菌中に放熱部６７から放出される
熱を吸収して保冷効果を保持する大きさの保冷剤６９が
所定位置に着脱可能に配置されるようになっている。
【００８２】また、前記ポンプ外装部材６６ａには前記
送り用口金９ｃと着脱自在に接続される装置側送り口金
７１及び前記戻り用口金９ｂと着脱自在に接続される装
置側戻り口金７２とが設けられている。そして、前記装
置側送り口金７１に冷却媒体送り管路７３を接続し、前
記装置側戻り口金７２に冷却媒体戻り管路７４を接続す
ることによって温度上昇防止機構となる循環路が構成さ
れる。
【００８３】なお、循環路内には水等の冷却媒体５０が
充填され、実線の矢印に示すように還流するようになっ
ている。また、前記管路５７，５８，７３，７４は、ポ
リスチレン、ポリウレタン等、熱伝導率の低い部材で構
成されている。
【００８４】図１６に示すように前記冷却部６８は、冷
却媒体戻り管路７４と冷却媒体送り管路７３とを接続す
るように配置された熱伝達パイプ７５にヒートパイプ７
６を密着させて構成され、このヒートパイプ７６の端部
に放熱部６７となる放熱フィン７７を設けている。前記
ヒートパイプ７６は、ウイック材に熱伝導率の高い銅、
ニッケル等の金属部材を使用し、動作液に水やサーメッ
クスを使用している。
【００８５】上述のように冷却装置付き耐熱ポンプを備
えた超音波内視鏡装置の作用を説明する。まず、超音波
内視鏡１をオートクレーブ滅菌する際、予め冷却装置付
き耐熱ポンプ６６内の所定位置にオートクレーブ滅菌中
の保冷効果を保持するのに十分な大きさの保冷剤６９を
配置する。そして、超音波内視鏡１の超音波コネクタ７
にコネクタキャップ９Ａを装着し、送り用口金９ｃを装
置側送り口金７１に接続するとともに、戻り用口金９ｂ
を装置側戻り口金７２に接続する。
【００８６】次に、冷却装置付き耐熱ポンプ６６に設け
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られている図示しない冷却媒体送りスイッチを操作し、
冷却用管路５６内に冷却媒体５０を充填し、冷却媒体５
０の充填が完了したなら、図示しない還流スイッチを操
作し、冷却媒体５０を還流させる。
【００８７】そして、この冷却媒体５０が還流している
状態の冷却装置付き耐熱ポンプ６６が接続された超音波
内視鏡１をオートクレーブ滅菌装置内に配置する。
【００８８】次いで、オートクレーブ滅菌を行う。する
と、超音波内視鏡１の外側から内視鏡内部にむけて熱が
伝わっていく。このとき、外表面側に位置する超音波振
動子１２の音響放射面側からも振動子内部側に熱が伝達
される。
【００８９】そして、この振動子内部側まで伝達されて
いった熱は、バッキング枠３５に伝達される。すると、
このバッキング枠３５に伝達された熱は、バッキング枠
３５の側面外表面に配置されている冷却用管路５６に伝
わり、この冷却用管路５６内を還流している冷却媒体５
０に伝達される。
【００９０】前記バッキング枠３５から冷却媒体５０に
伝達された熱は、冷却媒体戻し管路５８、戻り用口金９
ｂ、装置側戻り口金７２、冷却媒体戻り管路７４、ポン
プ部６６ｂを通過して冷却部６８まで移動する。
【００９１】この冷却部６８まで移動した熱は、破線矢
印に示すように熱伝達パイプ７５を介してヒートパイプ
７６に伝達される。このことにより、ヒートパイプ７６
内の動作液は蒸発し、蒸気流となって、ヒートパイプ７
６の放熱部６７に向かって進む。そして、放熱部６７に
移動した蒸気流は、冷却されて液体となってヒートパイ
プ７６の毛細管ウイック内を通り冷却部６８へ戻る。し
たがって、この作用を繰り返すことによって、冷却媒体
５０に伝達された熱が破線矢印に示すように放熱され続
ける。このとき、放熱され続ける熱は、冷却装置付き耐
熱ポンプ６６内の保冷剤６９によって吸収される。
【００９２】前記冷却部６８で熱を放熱させた冷却媒体
５０は、再び冷却媒体送り管路７３、装置側送り口金７
１、送り用口金９ｃ、冷却媒体送り管路５７を通って超
音波振動子１２の冷却用管路５６に還流する。つまり、
冷却媒体５０がこのように還流することによって超音波
振動子内部が加熱されることを防止している。
【００９３】また、前記音響レンズは、熱伝導率の低い
材料を使用しているので、音響レンズの表面は冷却され
にくい。すなわち、音響レンズ表面が冷却されすぎて滅
菌が妨げられることを防止している。
【００９４】このように、オートクレーブ滅菌中、超音
波振動子に伝達される熱を、バッキング枠の外周側表面
に配置した冷却用管路等で構成した循環路内を還流する
冷却媒体に伝達し、この冷却媒体に伝達された熱を冷却
装置付き耐熱ポンプ内で放熱して、再び冷却媒体を還流
させることによって、超音波振動子を構成する構成部材
が熱によって変質、変形することを防止することができ
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る。
【００９５】なお、図１７に示すように前記冷却用管路
５６をバッキング枠３５の内側に固設し、この冷却用管
路５６の両端部をバッキング層３４の背面から突出させ
る構成にしてもよい。このことにより、超音波振動子１
２の内部に伝達された熱は、バッキング枠３５及びバッ
キング層３４から冷却用管路５６を介して冷却用管路内
を還流する冷却媒体５０へ伝わる。このことにより、上
述と同様に冷却媒体５０に伝わった熱が冷却部６８に移
動して放出されて同様の作用及び効果を得られる。
【００９６】このように、バッキング枠の内面側に冷却
用管路を配置したことによって、冷却管路部内の冷却媒
体に対してバッキング枠のみならずバッキング層からも
熱が冷却管路部に伝わってより確実に冷却を行うことが
できる。
【００９７】図１８ないし図２０は温度上昇によって超
音波振動子に不具合が発生を防止する超音波内視鏡の他
の実施形態に係り、図１８は超音波振動子の温度上昇を
防止する別の構成を説明する図、図１９は超音波振動子
の断面構造を説明する図、図２０は第１音響整合層近傍
の構成を説明する図である。
【００９８】図１８ないし図２０に示すように本実施形
態においては、圧電素子３０の素子配列方向の幅寸法を
第１整合層３１及び第２整合層３２よりもｗ寸法だけ短
く形成し、この第１整合層３１の圧電素子側面に冷却用
管路５６を配置するための溝８１を設けている。そし
て、この溝８１内に導電性接着剤８２を充填して前記冷
却用管路５６を埋め込み固定している。なお、前記導電
性接着剤８２を充填することによって冷却用管路５６と
圧電素子３０のＧＮＤ電極とが電気的に接続されてい
る。
【００９９】前記冷却用管路５６の両端部は、第１整合
層３１上の圧電素子３０の位置しない部分より、バッキ
ング枠３５の内面側を通ってバッキング層３４の背面か
ら突出している。そして、冷却用管路５６の一端部には
冷却媒体送り管路５７が接続され、他端部には冷却媒体
戻り管路５８が接続されている。また、前記バッキング
層３４より突出した冷却用管路５６の端部には配線ワイ
ヤー８３が半田接続されている。この配線ワイヤー８３
の他端は、配線基板３７のＧＮＤランド部３７ａに電気
的に接続されている。
【０１００】本実施形態においてはオートクレーブ滅菌
中、超音波振動子１２ｂの音響放射面側から振動子内部
に伝わる熱は、第１整合層３１や圧電素子３０から導電
性接着剤８２に伝わり、この導電性接着剤８２から冷却
用管路５６へ伝わる。そして、この熱は上述したように
冷却用管路５６内を還流する冷却媒体５０に伝達され
る。
【０１０１】つまり、超音波振動子１２ｂの内部に伝わ
った熱は、第１整合層３１や圧電素子３０、導電性接着
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剤８２、冷却用管路５６を介して、還流する冷却媒体５
０に伝導されて、上述と同様にこの熱が冷却部６８に移
動して放出されることにより同様の作用を得られる。
【０１０２】このように、冷却用管路を熱変質による影
響のでやすい整合層や圧電素子近傍に設けることによっ
て、熱変質による影響をより小さくすることできる。ま
た、圧電素子のＧＮＤ電極を共通接続の機能も果たすの
で、振動子内の不要反射部材を最小限の構成にすること
ができる。このことにより、超音波内視鏡を診断に使用
しているとき、不要反射ノイズが減少する。
【０１０３】ところで、体表用探触子をオートクレーブ
滅菌した際にはこの体表用探触子をプローブホルダーに
設置して診断時までそのままの状態にしておく。
【０１０４】図２１に示すように本実施形態のプローブ
ホルダー９０には、体表用探触子９１の振動子音響放射
面９２に一面が接触するように乾燥剤９３が着脱自在に
配置されるようになっている。
【０１０５】言いかえれば、本実施形態のプローブホル
ダー９０には乾燥剤９３を着脱自在に配置するための乾
燥剤配置スペース９４が設けてあり、この乾燥剤配置ス
ペース９４に乾燥剤９３を例えば略Ｌ字型に形成した乾
燥剤ブロックをはめ込み配置する。
【０１０６】このことにより、オートクレーブ滅菌後、
診断時まで振動子音響放射面に接する乾燥剤ブロックに
よって音響放射面近傍の水分が速やかに吸収される。
【０１０７】このように、体表用探触子を保持するプロ
ーブホルダーに乾燥剤を着脱可能に配置するスペースを
設けたことによって、オートクレーブ滅菌後の体表用探
触子の音響放射面に乾燥剤の一面を密着状態にさせて、
オートクレーブ滅菌後の残留水分を速やかに除去するこ
とができる。
【０１０８】なお、この乾燥剤ブロックの代わりに、例
えば滅菌済みの布袋にシリカゲル等の乾燥材を封入した
ものであってもよい。
【０１０９】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【０１１０】［付記］以上詳述したような本発明の前記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【０１１１】（１）体腔内へ挿通可能な挿入部の先端部
に超音波振動子を配置した超音波送受信部と、この超音
波振動子から延出する信号ケーブルを挿通する超音波コ
ードの端部に超音波コネクタとを備えた超音波内視鏡に
おいて、前記内視鏡先端部に内部空間と外部とを連通す
る排気孔を設ける一方、前記挿入部より基端側に内視鏡
内部に連通する口金を設け、この口金及び前記排気孔、
前記超音波コネクタにそれぞれ着脱自在でオートクレー
ブ耐性を有する蓋体を設けたことを特徴とする超音波内
視鏡装置。
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【０１１２】（２）前記超音波振動子近傍に、吸水、除
湿のための乾燥剤を配置したことを特徴とする付記１記
載の超音波内視鏡。
【０１１３】（３）前記乾燥剤は、前記超音波振動子を
構成する構成部材の１つである付記２記載の超音波内視
鏡。
【０１１４】（４）前記乾燥剤を、超音波振動子を構成
するバッキング層の背面に配置した付記３記載の超音波
内視鏡。
【０１１５】（５）前記乾燥剤を、超音波送受信部の内
部空間に封入した付記２記載の超音波内視鏡。
【０１１６】（６）前記超音波送受信部に前記乾燥剤を
交換するための開口を少なくとも１つ形成する一方、そ
の開口に着脱自在でオートクレーブ耐性を有する蓋体を
設けた付記５記載の超音波内視鏡。
【０１１７】（７）前記超音波振動子近傍に、オートク
レーブ滅菌の際に浸透した水分を蒸発させる熱発生機構
を設けたことを特徴とする付記１記載の超音波内視鏡。
【０１１８】（８）前記超音波振動子を構成するバッキ
ング枠を熱伝導率の高い素材で形成し、このバッキング
枠の側面外表面に電熱線を密着配置した付記７記載の超
音波内視鏡。
【０１１９】（９）前記電熱線を耐熱性絶縁樹脂で覆っ
た付記８記載の超音波内視鏡。
【０１２０】（１０）前記電熱線を音響レンズで覆った
付記９記載の超音波内視鏡。
【０１２１】（１１）前記超音波振動子を構成するバッ
キング枠を熱伝導率の高い素材で形成し、このバッキン
グ枠の側面外表面に絶縁処理した面状発熱体を密着配置
した付記７記載の超音波内視鏡。
【０１２２】（１２）前記面状発熱体で音響レンズを形
成し、この音響レンズを超音波振動子を構成する整合層
及びバッキング枠に密着配置させた付記１１記載の超音
波内視鏡。
【０１２３】（１３）体腔内へ挿通可能な挿入部の先端
部に超音波振動子を配置した超音波送受信部を有する超
音波内視鏡において、前記超音波振動子に超音波振動子
が所定温度以上に上昇することを防止する温度上昇防止
機構を設けた超音波内視鏡。
【０１２４】（１４）前記温度上昇防止機構は、バッキ
ング枠近傍に配置されて前記超音波振動子に伝達された
熱が伝えられる冷却用管路を含む循環路と、この循環路
内を還流する冷却媒体に伝達された熱を放熱させる冷却
部とを有する付記１３記載の超音波内視鏡。
【０１２５】（１５）前記冷却部を、コネクタキャップ
を介して超音波コネクタと接続される、保冷剤を交換自
在に配置可能な冷却装置付き耐熱ポンプに設けた付記１
４記載の超音波内視鏡。
【０１２６】（１６）前記冷却用管路を整合層に設けた
付記１３記載の超音波内視鏡。 *
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*【０１２７】（１７）前記冷却用管路と圧電素子の共通
ＧＮＤとを電気的に接続した付記１６記載の超音波内視
鏡。
【０１２８】（１８）内視鏡に設けられた口金、排気口
等に対して着脱自在に構成され、装着することによって
内視鏡内部を外部に対して遮断する蓋体において、この
蓋体にオートクレーブに対する耐性を付与した内視鏡装
置の蓋体。
【０１２９】（１９）前記蓋体は貫通孔を有し、この貫
通孔は多孔質構造の複合膜で覆われている付記１８記載
の内視鏡装置の蓋体。
【０１３０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、オ
ートクレーブ滅菌後、内部に侵入した高温高圧蒸気によ
って超音波振動子が故障することを防止したオートクレ
ーブ滅菌に対応する超音波内視鏡を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図３は本発明の第１実施形態に係
り、図１は超音波内視鏡の構成を説明する図
【図２】超音波内視鏡の構成及び作用を説明する図
【図３】口金に他の装置を接続したときの作用を説明す
る図
【図４】図４及び図５は本発明の第２実施形態にかか
り、図４は除湿が可能な超音波振動子の構成例を説明す
る図
【図５】乾燥剤層の構成例を説明する図
【図６】除湿が可能な超音波振動子の他の構成を説明す
る図
【図７】第２実施形態の応用例を説明する図
【図８】送受信部本体に乾燥剤粒を交換するための交換
用孔を設けた構成を説明する図
【図９】図９及び図１０は本発明の第３実施形態にかか
り、図９は水分除去が可能な超音波振動子の構成例を説
明する図
【図１０】超音波内視鏡装置に備えられた超音波観測装
置の構成を説明する図
【図１１】水分除去が可能な超音波振動子の他の構成を
説明する図
【図１２】水分除去が可能な超音波振動子の別の構成を
説明する図
【図１３】水分除去が可能な超音波振動子のまた他の構
成を説明する図
【図１４】図１４ないし図１６は温度上昇によって超音
波振動子に不具合が発生することを防止する超音波内視
鏡の実施形態に係り、図１４は温度上昇防止機構を備え
た超音波振動子の構成例を説明する図
【図１５】超音波内視鏡装置の冷却装置付き耐熱ポンプ
を説明する図
【図１６】冷却装置付き耐熱ポンプの具体的構成を説明
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する図
【図１７】温度上昇防止機構を備えた超音波振動子の他
の構成を説明する図
【図１８】図１８ないし図２０は温度上昇によって超音
波振動子に不具合が発生を防止する超音波内視鏡の他の
実施形態に係り、図１８は超音波振動子の温度上昇を防
止する別の構成を説明する図
【図１９】超音波振動子の断面構造を説明する図
【図２０】第１音響整合層近傍の構成を説明する図
【図２１】オートクレーブ滅菌した体表用探触子を配置
するプローブホルダーを説明する図 *
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*【符号の説明】
１…超音波内視鏡
２…挿入部
３ｅ…送気口金
７…超音波コネクタ
８ａ…送気口金密閉蓋
８ｂ…排気孔密閉蓋
９…コネクタキャップ
１４…排気孔
２０…送気ポンプ

【図１】 【図２】

【図１６】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】
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【図２１】
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